
 

 
   

 
 

イケセイで“おイセ参り”と“しあわせ巡り” 

女子に人気の参拝スポットも登場！ 

「三重のおぼしめし展」 
江戸時代に「お伊勢参り」が一大ブームとなりましたが、2013年の式年遷宮、本年 5月に 

開催された「伊勢志摩サミット」で三重が再び脚光を浴びています。今では幸せや心の安らぎを

見つけるために、シンプルで清々しくお参りをするスポットとして、働く女性の多くの来訪を集めて

いることに注目しました。今回は、メインターゲットを百貨店が集客したい 30歳代のキャリアウーマ

ンに設定。三重の単なる物産紹介に留まらず、“おぼしめし(超越的な存在からのはからい・ご意

向)”として、今まで知られていなかった新しい三重の魅力を発信してまいります。 

 

 

 

 
 

 イケセイで“祈るしあわせ”  

 「神明神社の石神さん」 女性の願いが一つだけ叶う場所が登場！ 

・海女さん(女性)の守り神を祀った鳥羽市の神明神社。女性の願いな 

 ら一つだけ叶えてくれるといわれる「石神さん」が有名なパワースポット。 

・今回、催事会場に祈願箱と願い事の用紙を設置。催事終了後、 

 神明神社の「石神さん」に祈願箱ごと代理奉納 

 いたします。 

・こちらの祈願コーナーでは「海女グッズ」をモチーフに 

 した小物雑貨やアクセサリーなども販売いたします。 
 

 イケセイで“持つしあわせ”  

 工芸品からコスメまで、女子のハートをとらえる伊勢みやげ！ 
①くみひも平井・・・伝統工芸品「伊賀組紐」を用いた、色鮮やかで可愛いストラップ。 

②おいせさん・・・日本製にこだわり、上質な天然由来の素材を使用したおはらいコスメの数々。 

③工芸はなせ・・・伊勢にゆかりのある徳力版画を中心とした雑貨小物「おはこ」は、お好みの絵柄と中身を 

別々に選ぶことができます。 
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■企 画 名：＜初開催＞ ～いつもありがとうございます～ 「三重のおぼしめし展」 
■会   期：9月 21日(水)～26日(月)  ■会   場：西武池袋本店 7階=催事会場 

■共   催：三重県(三重テラス) 

■後   援：三重県物産振興会・三重県観光連盟 
※本リリースの掲載画像はイメージです。 
※価格はすべて税込みです。 

 

 

   

↑神明神社の「石神さん」 

↑現地と同じ願い事の用紙 

↑①ストラップ市松柄 各 1,620円 ↑②風呂神花 972円/あぶらとり神紙 
399円/お浄め塩ボディローション 3,456 円 

↑③おはこ 454円から 



 イケセイで“食べるしあわせ”  

① 伊勢神宮 「参道門前町」 と「新しい三重」が出店！ 

門前の参道に栄える、地元グルメと今まで知らなかったご当地グルメをご紹介いたします。 
 ■へんばや商店/へんば餅        ■伊勢醤油本舗/松阪牛入り    ■丸福精肉店/ 

  ＜県外初出店＞              伊勢〈好き〉焼きうどん        伊賀忍者バーガーＤＸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 御食
み け

つ国
くに

の恵み・三重の幸の五
ご

重奏
じゅうそう

！ 

伊勢海老・蛤・鮑・松阪牛・的矢かきを使用した、三重の食材グルメをご紹介いたします。 
 ■伊勢海老/伊勢志摩冷凍      ■蛤/桑名はまぐり屋         ■鮑/三重おわせ久㐂 

奉納伊勢海老漁師焼         桑名産はまぐりラーメン        あわびめし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しあわせの国から使者来店！  

 さまざまなしあわせに出会えるイベントを開催！ 
①三代現役海女・中川早苗さん・静香さん来場 

・・・21日(水)午後 1時・3時(各回約 30分) 

 日本一の海女の町・鳥羽で活躍するお二人が、伊勢志摩の海の 

 魅力を語ります。会場では、海女さんの魔よけグッズも販売いたします。 

②多度雅楽会によるミニライブ 

・・・25日(日)午後 1時・3時・5時(各回約 30分) 

 「上げ馬」で有名な多度大社の地元・三重県桑名市に伝わる 

 雅楽の子供舞を上演いたします。 

③三重県知事・鈴木英敬氏によるおすすめ食材のご紹介 

   ・・・25日(日)午前 11時 

   鈴木知事が命名した新しい三重県のブランド米、 

『結びの神』等をご紹介いたします。 

 

 

  
 

創業安永 4 年(1775 年)。参宮者の

「返馬所」があり、そこで営む茶屋が

出していた餅。こし餡を包んだ餅の両

面に、軽い焦げ目が入っているのが

特徴です。・501円(5個入) 

伊勢名物「伊勢うどん」を鉄板で焼

き、伊勢醤油の香りをストレートに味

わえます。その場で召しあがれるイート

インも展開します。 

・801円(一人前) 

 
 

 

魚介系スープをはまぐりオイルで香り

豊かにし、桑名産蛤の濃厚な旨み

をラーメンで楽しめます。 

・1,080円(1人前) 

三重県の県魚。伊勢神宮 外宮に

も奉納される一品。プリッとした身に、

甘みと旨みが凝縮されています。 

・1,501 円(ハーフカット) 

ほど良く炊き込まれたあわびは柔ら

かく、ご飯にも良い出汁が染み込ん

でいます。 

・2,160 円(1折) 

 

  

伊賀牛と三重県産豚を使用した忍

者の手裏剣型パテのハンバーガーで

忍者の里の伊賀の PR も行っている。

新しいご当地グルメ。 

・581 円(1個) 

 


